
第１章 数と式 ３・方程式と不等式

１１ ３ １次不等式の応用(その１）

（１／１０）■ 式の値の範囲 ■

(1) 二元多項式の式の値の範囲

◇《二元多項式の式の値の範囲》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

－１≦χ≦１，１≦ｙ≦２であるとき，次の式の値はどんな範囲にあるか。

(1) χ＋ｙ (2) ２χ－３ｙ

【考え方】(1) ２つの不等式の辺々を加えることで，χ＋ｙを作ることができます。

(2) －１≦χ≦１のそれぞれの辺に２を書けることで２χが作れます。

１≦ｙ≦２のそれぞれの辺に－３をかけることで，－３ｙが作れます。

ただし，マイナスをかけるときには不等号が逆になることに注意しましょう。

(1) と同様に辺々を加えることで，２χ－３ｙを作ることができます。

［答 案］

(1) －１≦ χ ≦１

＋） １≦ ｙ ≦２

０≦χ＋ｙ≦３

(2) －１≦χ≦１のそれぞれの辺に２をかけて， －２≦ ２χ≦ ２ …①

１≦ｙ≦２のそれぞれの辺に－３をかけて，－３≧－３ｙ≧－６

不等号の向きを変えて， －６≦－３ｙ≦－３ …②

①＋②より

－２≦ ２χ ≦ ２

＋）－６≦ －３ｙ ≦－３

－８≦２χ－３ｙ≦－１

◇《二元多項式の式の値の範囲》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

－２≦χ≦０，－５≦ｙ≦１であるとき，次の式の値はどんな範囲にあるか。

(1) χ＋２ｙ (2) ２χ－ｙ

［答 案］

－２≦χ≦０ …①，－５≦ｙ≦１ …②とおく。

(1) ①＋②×２より， (2) ②×(－１)より，

不等号の向きを変えて …②’

①×２＋②’より，

＋） ＋）

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 ３・方程式と不等式

１１ ３ １次不等式の応用(その１）

（２／１０）■ 式の値の範囲 ■

◇《二元多項式の式の値の範囲》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

ａ，ｂがそれぞれ１＜ａ＜４，－２＜ｂ＜５の範囲にあるとき，次の各式の範囲を不等

式で表せ。。

(1) ａ＋ｂ (2) ａ－ｂ

［答 案］

１＜ａ＜４ …①，－２＜ｂ＜５ …②とおく。

(1) ①＋②より， (2) ②×(－１)より，

不等号の向きを変えて …②’

①＋②’より，

◇《二元多項式の式の値の範囲》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

１
２つの数ａ，ｂの値の範囲が，－２＜ａ＜１，０＜ｂ＜３のとき， ａ－３ｂの値の

２

範囲を求めよ。

［答 案］

－２＜ａ＜１ …①，０＜ｂ＜３ …②とおく。

１
①× より， …①’

２

②×(－３)より，

不等号の向きを変えて， …②’

①’＋②’

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 ３・方程式と不等式

１１ ３ １次不等式の応用(その１）

（３／１０）■ 式の値の範囲 ■

(2) 一元多項式，単項式の式の値の範囲

◇《一元多項式，単項式の式の値の範囲》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

－２＜ａ＜５のとき，次の式の値はどんな範囲にあるか。

(1) ａ＋３ (2) ７ａ (3) －７ａ

【考え方】文字が１種類です。これまでの問題の型がくずれたものです。新しい解法の技術は

必要ありません。マイナスをかけるときの符号に注意しましょう。

［答 案］

－２＜ａ＜５ …①とおく。

(1) ①の両辺に［ ］と［ ］…(Ans.)

(2) ①の両辺に［ ］と［ ］…(Ans.)

(2) ①の両辺に［ ］と［ ］

不等号の向きを変えて ［ ］…(Ans.)

◇《一元多項式，単項式の式の値の範囲》 学力化 · ／ ，

★演習★【４】

－１２＜χ＜１５のとき，次の式の値はどんな範囲にあるか。

χ
(1) χ－４ (2) (3) －２χ＋７

３

［答 案］

－１２＜χ＜１５ …①とおく。

(1) ①の両辺から［ ］と［ ］…(Ans.)

(2) ①の両辺を ［ ］と［ ］…(Ans.)

(3) ①の両辺に［ ］と［ ］

不等号の向きを変えて ［ ］ ①’

①’の両辺に［ ］と［ ］…(Ans.)

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 ３・方程式と不等式

１１ ３ １次不等式の応用(その１）

（４／１０）■ 式の値の範囲 ■

◇《(1)，(2)の混合問題》 学力化 · ／ ，

★演習★【５】

Ａ＜χ＜Ｂ，Ｃ＜ｙ＜Ｄであるとき，次の式の値の範囲を，それぞれ不等式で表せ。

ただし，ｍ≠０とする。

(1) χ－１ (2) ｍχ (3) χ＋ｙ (4) χ－ｙ (5) ２χ－３ｙ

【考え方】(2) ｍ＞０の場合とｍ＜０の場合に分けて表す。

［答 案］

Ａ＜χ＜Ｂ …①， Ｃ＜ｙ＜Ｄ …② とおく。

(1) ①の両辺から［ ］をひくと，

(2) ・ｍ＞０のとき，

①の両辺に正の数［ ］をかけると，

・ｍ＜０のとき，

①の両辺に負の数［ ］をかけると，

(3) ①＋②

答［ ］

(4) ②の両辺に負の数［ ］をかけると，

不等号の向きを変えて， …②’

①＋②’

答［ ］

（次のページへつづく）Æ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【１次不等式 №１１（４／１０）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(5) ①の両辺に正の数［ ］をかけると，

②の両辺に負の数［ ］をかけると，

不等号の向きを変えて， …②’

①＋②’

答［ ］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 ３・方程式と不等式

１１ ３ １次不等式の応用(その１）

（５／１０）■ 式の値の範囲 ■

◇《(1)，(2)の混合問題》 学力化 · ／ ，

★演習★【６】

ｐ＜χ＜ｑ，ｒ＜ｙ＜ｓのとき，次のことが成り立つことを示せ。

(1) ｍ＞０，ｎ＞０ ならば ｍｐ＋ｎｒ＜ｍχ＋ｎｙ＜ｍｑ＋ｎｓ

(2) ｍ＞０，ｎ＜０ ならば ｍｐ＋ｎｓ＜ｍχ＋ｎｙ＜ｍｑ＋ｎｒ

［答 案］

ｐ＜χ＜ｑ …①，ｒ＜ｙ＜ｓ …② とおく。

(1) ①の両辺に［ ］と， …①’

②の両辺に［ ］と， …②’

①’＋②’

(2) ①の両辺に［ ］と， …①’

②の両辺に［ ］と，

不等号の向きを変えて， …②’

①’＋②’

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




